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平成 16 年度東海・北陸地区国立大学法人等技術専門職員研修報告
(機械コース)
嶋崎喜代治(第一技術室)、福田 寓(第二技術室)
9 月 1 日(水) ~ 9 月 3 日(金)の 3 日間、名古屋工業大学で開催された標記研修に参加したので、
報告する。目的は東海・北陸地区国立大学法人等の技術専門職員及び技術専門職員相当の職にある者
に対し、その職務遂行に必要な基本的、一般的知識及び新たな専門的知識、技術等を修得させ、職
員としての資質の向上を図るとともに職員相互の交流に寄与することである。参加者は富山大学、
金沢大学、福井大学、岐阜大学、静岡大学、名古屋大学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学、三
重大学、富山商船高等専門学校、石川工業高等専門学校、岐阜工業高等専門学校、豊田工業高等専
門学校、鳥羽商船高等専門学校、鈴鹿工業高等専門学校、自然科学研究機構核融合科学研究所、自
然科学研究機構生理学研究所から合計 32 名である。また、参加者にはあらかじめ日常の業務内容
を発表するための原稿と、ポスターを作成する課題が与えられた。
第 1 日目は開講式の後、写真撮影とオリエンテーションがあり、講義 1 r技術職員として必要な
安全衛生の心f如、講義 n r鉄鋼材料溶接部の組織と割れJ、講義m r生産加工における環境対応技
術J を受講した。その後、名古屋工業大学技術職員の方々の案内により「ものづくりテクノセンタ
ー」の学内施設見学があった。最後は意見交換会があり、技術職員の方々との交流を深めた。
第 2 日目は「ものづくりテクノセンターJ で技術実習が行われた。先ず参加者全体を 2 つに班分
けし、午前の部と午後の部との交替で「アーク溶接実習J と「きさげ作業」を行った。アーク溶接
の実習では、材質の異なった 2 種類の試験片を製作し、杭折強度試験を行った。きさげ作業ではき
さげについての説明を聞いた後、各自が直径 14cm の円盤の表面を平きさげで削り取って仕上げた。
第 3 日目は講義IVr企業戦略と知的財産(特許)j を受講し、休憩を挟んで、ポスターセッション
があった。発表する側と質問する側との半々ずつに分かれて約 50 分交替で行われた。技術職員が
普段行っている様々な仕事内容や、興味深い研究開発、研究論文の発表があり、今後の業務の参考
になった。午後から施設見学として名古屋の郊外にある工作機械メーカーのオークマ株式会社を訪
問した。先ず工場全体の説明を聞いた後、機械工場、組立工場ィ NC センターなどを見学した。
以上簡単に説明したが、法人化後の最初の研修であったため、労働安全衛生関連の講義や「もの
づくりテクノセンターj の独自の安全衛生対策などが特に参考になった。その他、今回の研修で学
んだ多くのことを、今後の業務に活用できればと思っている。
最後に、この研修を担当された名古屋工業大学の方々にお礼を申し上げるとともに、研修に参加
する機会を与えていただきました関係各位に深く感謝いたします。
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